
   第２学期始業式 

                      令和２年年９月１日（火） 

 

 あいさついっぱい 笑顔いっぱい やる気いっぱいの南っ子のみなさん、 

おはようございます。 

 

いよいよ今日から２学期が始まります。 

２学期は１年の中でも一番長い学期です。夏・秋・冬の３つの季節を巡っていきます。 

今日は「失敗はから学ぶことがある」という話と南っ子のみなさんにお願いをします。 

 

みなさんは、失敗することや間違うことは怖いですか？ 恥ずかしいですか？ 

実は、絶対に失敗しない方法が一つあります。それは、新しいことに挑戦しない 

ということです。挑戦しなければ、失敗することも間違えることもありません。 

でも、それでは成長や新しく発見することもないということです。 

 

間違いや失敗をすることは、悔しい思いや悲しい思いをするかもしれません。 

でも、そこから成功へのヒントを掴んだり、発見の糸口を見つけられたりします。 

スポーツ選手もミュージシャンも先生もみなさんおうちの人も周りにいる大人の人も、 

一度も失敗をしたことのない人なんていないはずです。校長先生もいっぱい失敗をしました。 

 

校長先生は、「失敗は、挑戦した証拠」だと思います。 

「間違いは、勇気を出して一歩踏み出した証拠」だと思っています。 

失敗や間違いから学ぶことがあります。南っ子のみなさんには、失敗を恐れず、 

２学期もいろいろなことに挑戦してほしいです。もし、友達が失敗や間違いをしたときは、

笑ったり、からかったりせず、「頑張って挑戦しているんだ」と思って 

応援してあげてください。 

 

「２学期は、長いのかぁ」と思っている人がいるかもしれません。 

でも、長いからこそじっくり取り組めるし、何度も挑戦するチャンスがあると思います。 

２学期も自分の目標をしっかり持って、いろいろなことに挑戦してください。 

南っ子のみなさんががんばれるように、南小の先生方も全力で応援します。 

 

 ここからは、南っ子のみなさんへのお願いが二つあります。 

一つ目は、「引き続き、みんなで感染防止に気を配ろう」ということです。 

毎日、ニュースで新型コロナウィルスに感染した人の数が報道されていますね。 

みなさんは、毎日、うがいや手洗い、体温をちゃんと測ってくれて、 

遊び方もいろいろ工夫してくれていますね。 



今、世界中が新型コロナウィルスについて研究しています。 

その中で、「３密」を避けること、大声を出さないことが感染防止につながる効果があるそ

うです。 

そして、「十分な睡眠」「適度な運動」「バランスのとれた食事」が免疫力を高めるそうです。 

こうしたことが「みんなの命を守る」ことにつながっています。 

２学期も、みんなで感染防止に気を配って、努力していきましょう。 

 

二つ目は、「憎むべきはウィルスであって人ではない」ということです。 

新型コロナウィルスは、誰もかかりたくないし、人にうつしたいと思っている人は 

いません。しかも、みんなが感染防止に努めています。それでも、感染している状況です。 

自分や自分の家族が感染したら、とても不安な気持ちでいっぱいになります。 

そこに、他の人から避けられたり、怖がられたり、変な目で見られたりしたら 

どうでしょうか。とてもつらい思いをしてしまうでしょう。 

 

これは「差別」というしてはいけないことです。 

見えないウィルスへの不安から、差別が起こると言われています。 

差別をしないためにも、正しい情報を得ること、悪い情報に目を向けないこと、 

誰かと一緒になって差別するような言葉を言わないことが大切です。 

憎むべきはウィルスであって人ではありません。 

正しい判断ができる南っ子でいてください。 

 

２学期も、腰骨を立てて、みんな元気に勉強、運動に取り組んでいきましょう。 

来週９月１０日は、南鳩ヶ谷小学校のお誕生日です。４８回目の開校記念日を迎えます。 

これからも、みんなで素敵な学校にしていきましょう。 

お話を終わります。 


